至急　青年部・女性部関係

自治労北海道FAX情報

	標

題
	米海軍ミサイル駆逐艦「フィッツジェラルド」
の小樽入港に反対する取り組みについて
	送信先
	全単組・総支部

	
	
	日  時
	2009年1月16日

	取扱
	キーステーションを通じて

全単組・総支部へ
	文書種類
	取り組み依頼（全7枚）

	
	
	担当部
	青年部（渡邊・萩原）

女性部（上島・越智・高山）


米海軍ミサイル駆逐艦「フィッツジェラルド」の小樽入港に
反対する取り組みについて
　日頃の活動に対し心から敬意を表します。
　さて、標題の件について、2009年1月16日付政治部ＦＡＸ情報にて小樽港寄港反対の打電行動の取り組みを全単組・総支部へ要請しているところです。

大変緊急の取り組みとなりますが、青年部・青年女性（婦人）部・女性部についても最大限の取り組みをお願いいたします。
記
【抗議・要請行動の取り組み】
（１）打電先
　○小樽市長　山田　勝麿
   　　〒047-8660　小樽市花園町2-12-1　小樽市役所

TEL 0134-32-4111　　    FAX　0134-25-1487
　○北海道知事　高橋　はるみ
　　　　〒060-0042 札幌市中央区北3条西6丁目　北海道庁
　　　　TEL　011-231-4111
FAX  011-251-3879
  ○在札幌米国総領事 　ダーナ・ウェルトン
　　　　〒064-0821 札幌市中央区北1条西28丁目　在札幌米国総領事館
        TEL　011-641-1115       FAX  011-643-1283
【取り組み期限】

　2009年1月23日（金）までの取り組みとします。

【取り組み報告】

　取り組み結果を（別紙１）により各地方本部青年部へご報告ください。　　　　　　　　以　上

別 紙１
各単組・総支部青年部・女性部→各地方本部青年部
米海軍ミサイル駆逐艦「フィッツジェラルド」の
小樽入港に反対する取り組み　報告書
単組・総支部名　　　　　　　　　　　　報告者名　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　

	
	（１）

小樽市長
	（２）

北海道知事
	（３）

在札幌米国総領事

	青年部
	
	
	

	青年女性（婦人）部
	
	
	

	女性部
	
	
	


※　該当する部・送付先に○をつけてください。
フォームの終わり

抗議・要請文例
小樽市長　
山田　勝麿　様
米海軍ミサイル駆逐艦「フィッツジェラルド」が、２月５日から９日の期間、小樽港への入港を希望しています。
度重なる米国軍艦の小樽寄港は、民間商業港を準軍港として固定化し、「日米新ガイドライン」による自治体協力をなし崩しに進めるものであり、自治体に軍事的役割を求めるものです。
　寄港目的の一つに「友好・親善」があげられていますが、商業港である小樽港に戦艦を乗り付け、「日米地位協定」により繋留経費さえ支払わず、我々国民の税金を負担させてまで「友好・親善」を強いられる理由はありません。
また、寄港地においては乗組員による事件が多発しており、同様の事件発生を小樽市民は不安に思っています。
　米国軍艦の入港が度重なることになれば、商業港としてのイメージ悪化は避けられず、核兵器廃絶平和都市宣言を行っている小樽市民の意志に反することになります。また、商業港の経済活動に大きな支障を発生させ、港湾労働者をはじめ、関係者に不利益が生ずるおそれがあります。
私たちは米海軍ミサイル駆逐艦「フィッツジェラルド」の小樽寄港について断固反対します。

また、貴職におかれましては、米軍艦の小樽港入港に反対するよう強く要請します。
2009年1月○日

自治労○○○

青年・女性・青年女性（婦人）部長　○○　○○
抗議・要請文例
北海道知事　
高橋　はるみ　様
米海軍ミサイル駆逐艦「フィッツジェラルド」が、２月５日から９日の期間、小樽港への入港を希望しています。
度重なる米国軍艦の小樽寄港は、民間商業港を準軍港として固定化し、「日米新ガイドライン」による自治体協力をなし崩しに進めるものであり、自治体に軍事的役割を求めるものです。
　寄港目的の一つに「友好・親善」があげられていますが、商業港である小樽港に戦艦を乗り付け、「日米地位協定」により繋留経費さえ支払わず、我々国民の税金を負担させてまで「友好・親善」を強いられる理由はありません。
また、寄港地においては乗組員による事件が多発しており、同様の事件発生を小樽市民は不安に思っています。
　米国軍艦の入港が度重なることになれば、商業港としてのイメージ悪化は避けられず、核兵器廃絶平和都市宣言を行っている小樽市民の意志に反することになります。また、商業港の経済活動に大きな支障を発生させ、港湾労働者をはじめ、関係者に不利益が生ずるおそれがあります。
私たちは米海軍ミサイル駆逐艦「フィッツジェラルド」の小樽寄港について断固反対します。

また、貴職におかれては、道民の安全を確保し、北海道の平和と軍縮の拡大をめざす立場から、米軍艦の小樽港入港に反対されるよう強く要請します。
2009年1月○日

自治労○○○

青年・女性・青年女性（婦人）部長　○○　○○
抗議・要請文例
在札幌米国総領事 　
ダーナ・ウェルトン　様
米海軍ミサイル駆逐艦「フィッツジェラルド」が、２月５日から９日の期間、小樽港への入港を希望しています。
度重なる米国軍艦の小樽寄港は、民間商業港を準軍港として固定化し、「日米新ガイドライン」による自治体協力をなし崩しに進めるものであり、自治体に軍事的役割を求めるものです。
　寄港目的の一つに「友好・親善」があげられていますが、商業港である小樽港に戦艦を乗り付け、「日米地位協定」により繋留経費さえ支払わず、我々国民の税金を負担させてまで「友好・親善」を強いられる理由はありません。
また、寄港地においては乗組員による事件が多発しており、同様の事件発生を小樽市民は不安に思っています。
　米国軍艦の入港が度重なることになれば、商業港としてのイメージ悪化は避けられず、核兵器廃絶平和都市宣言を行っている小樽市民の意志に反することになります。また、商業港の経済活動に大きな支障を発生させ、港湾労働者をはじめ、関係者に不利益が生ずるおそれがあります。
私たちは米海軍ミサイル駆逐艦「フィッツジェラルド」の小樽寄港について断固反対します。

また、平和の確立と軍縮の推進を求める北海道民の意思を無視した、小樽港入港に強く反対します。
2009年1月○日

自治労○○○

青年・女性・青年女性（婦人）部長　○○　○○

